
南幌高校 ２０１５ 秋から冬へフォトグラフ

初秋 体育祭
夏の名残りの日差しの中
に秋風が吹くさわやかな
９月初旬、体育祭が開催
されました。球技２種目
団体２種目に熱戦が展開
されました。３年生はこ
の後、進路活動が本格化
していきました。

仲秋 キャベッジマラソン

空模様が心配された10月10日
でしたが、快晴弱風の絶好の
日和となり250余名の小中高、
一般選手がマラソンに汗を流
しました。多くの方々から支
援をいただき、事故もなく無
事に大会を終えました。

晩秋 見学旅行（京都・大阪）
平野部でも雪の便りが届き始める10月下
旬に秋本番の関西方面への見学旅行が３
泊４日の日程で実施されました。北海道
とは違う人の往来、活気と歴史が混在し
た景観に触れる貴重な体験でした。

冬季体育祭

例年の冬よりも早く雪が降り積もり
ましたが、期末試験後の冬の体育祭
は熱気と歓声がこだまして大いに盛
り上がりました。３年生は最後の生
徒会行事となりますから、いよいよ
卒業に向かってのカントダウンが始
まります。
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南幌町企業見学会 １０．７ 進路別ガイダンス１０．１６ 薬物乱用防止教室１０．１９

南幌町にある大富工業、オム 農村環境改善センターで１～ 薬物に関わる事件事故が身近
ニ商会、ダイアックスの３社を ２年生を対象に進路講話と２２ にあり、薬物に対する知識と心
２年生が見学しました。ものづ の分野に分けて進路別ガイダン 構え、毅然とした態度が大切な
くりの現場を眼にすることで企 スを行いました。目標や目的を ことで薬物から自分だけでなく
業活動の重要性を理解し、職業 持って過ごす学校生活の延長線 家族や友人を守ることにつなが
観や勤労観を醸成しました。 上に進路があることを実感。 ると講演をとおして学びました。

社会人マナー講座 １１．１１ 生徒会リーダー研修１１・１３ 進路講話 １２．３

社会に出る直前の３年生がビ 後期生徒会執行部の研修会を JICA の一員としてアフリカの
ジネスマナーについて学びまし 「ぽろろ」で行いました。南幌 ウガンダで野球を指導した小田
た。社会人となると一つひとつ 町の高山和己教育長さんから講 島裕一氏を講師として夢を持ち、
の言動が高校生よりはるかに重 話をいただき、生徒会のリーダ 諦めないで努力することが大切
く、厳しく評価されることを知 ーとしての意識の高揚と行事へ であるとの講演は生徒たちに好
る機会となりました。 の取組について研修しました。 評で実り多いものでした。

主権者教育 選挙啓発出前講座 １２月８日（火）
法改正により選挙権年齢が１８歳以上に引き下げられたことから、

今後は投票権や選挙権を有する生徒が在籍することとなります。空知
振興局と南幌町選管のご協力により選挙啓発出前講座が実施されまし
た。選挙に関わる説明と講義の後、実際に使われている記載台・投票
箱・投票用紙を使い模擬投票を行いました。また、開票と集計も体験
するなど意識を高めることができました。選挙権年齢の引き下げに関
わることについては以下の総務省 Web ページを参照してください。

「１８歳選挙」（http://www.soumu.go.jp/18senkyo/）

「君の可能性を応援します 南幌養護学校との
夢に向かって輝け！」 学習交流会

母校の隆盛と後援のため 南幌養護学校との
南幌高校同窓会の皆さん 学習交流会が行われ
から校門の隣にキャッチ ました。一緒に餅つ
フレーズの看板が掲げら きをして楽しい交流
れています。 ありがとう 会となりました。
ございました。 （１２月１１日）

北海道子ども相談支援センター相談窓口について～北海道教育委員会から
子育て・しつけなど家庭教育や学校教育に関する悩みなどがあれば、次のところへ相談してください。

電 話 相 談 ０１２０－３８８２－５６（無料 毎日２４時間対応）

メール相談 doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp

http://www.soumu.go.jp/18senkyo/



